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研究テーマ（発表タイトル） 

アプリデザインのクリエイティブ要素がダウンロードにどれだけ影響するか？ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

  本研究の目的は、スマホ・タブレットでのアプリケーションが持つクリエイティブ要素がダウンロード数にどのように繋がっていくかを解

き明かすことで、アプリを作成・リリースするに当たっての戦略の 1 手段として提案する。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

  現在、アプリケーションを利用したビジネスを行う企業が増えており、低年齢の子供からスマートフォンを持つ家庭が増えたことに

よってユーザーが増え続けている。そのため、今後アプリ市場は拡大していく傾向にあると考えられる。その中でゲームカテゴリは特に

需要が高いと考えられる。adjust 株式会社が提供するレポートによれば、ゲームカテゴリは日本において最もパフォ-マンスが高い

という報告があり、これに対してアプリのダウンロード数の伸び率を見ると 2018 年の情報では 4％の伸び率であると報告されてい

る。 

 

３．研究テーマの課題 

  普段何気なくダウンロードするアプリだが、ダウンロードする要因は様々ある。例えば「広告を見てダウンロードする」「友達に紹介

されてダウンロードする」などである。その際に必ず目にするのがアプリアイコンであり、そのデザインである。私たちはそのデザインに着

目し、このデザインがダウンロードにどう影響を受けるのかを調査した。 

今回利用するアプリデザインのクリエイティブ要素を決めるにあたって広告クリエイティブを参考にするのだが、なぜ広告クリエイティ

ブを採用するかというと、AppAgent の創設者である Peter fodor は「ユーザーはストアの掲載ページに平均 7 秒しか滞在しな

い」と述べており、一方で広告は短時間で消費者の購買意欲を左右させるため、共通している部分があるのではないかと考えたか

らである。 

 そして、(Smith et al. 2007) は広告クリエイティブを「独創性・柔軟性・統合性・精巧さ・芸術性」の 5 つに分けたのだが、必

ずしも広告クリエイティブの要素がそのままアプリデザインのクリエイティブになるとは限らない。そのため、２次元デザインのクリエイティ

ブを聞くようなアンケートに変化させることでアプリデザインにも活用できるようにした。 

 本研究では、ダウンロード数のサンプルとしてゲームカテゴリを利用するが、その理由としては、ダウンロードとの相関を調べるために



はアプリ間のダウンロード数の差が大きい方が分析後の判断がしやすいからである。さらに、無料ゲームであればベンチャー企業でも

ランキング上位に来ることがあるため、ブランドや顧客経験などが影響されにくいからということがある。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 

ダウンロードする要因にアプリデザインのクリエイティブ要素が含まれることを証明するために、「広告クリエイティブにおける 5 つの構

成要素がアプリデザインのクリエイティブにおいても機能し、その要素がダウンロード数に結びついている。」という仮説を提唱した。 

さらにその 5 つの構成要素から、広告クリエイティブの先行研究を中心にアンケート項目を作成し、相関分析を用いることで、ア

プリデザインがダウンロードに結びついていることを実証する。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

まず、アプリケーションのクリエイティブとなり得る要素と尺度を選定するために先行研究レビューを行なった。広告のクリエイティブ

5 要素である独創性、柔軟性、統合性、精巧さ、芸術的価値に関する以下の８つの質問でゲームカテゴリ内ダウンロード数

TOP６までのアプリを評価していただいた。 

<アンケート内容> 

1,このデザインに目新しさはあると思いますか。 

2,このデザインは固定概念から脱していると思いますか。 

3,このデザインはユニークであると思いますか。 

4,このデザインは言語的(言葉で表現している)だと思いますか。 

5,このデザインは視覚的(図表で表している)だと思いますか。 

6,このデザイン内の情報は多いと思いますか。 

7,このデザインに芸術性があると思いますか。 

8,このアプリデザインにはアプリ内容と直接関係のない情報が含まれていると思いますか。 

 

  アンケート項目１.2.3 は独創性に関わる質問項目であり、4.5.7 は芸術的価値、6 は柔軟性と精巧さが関わり、8 は統合

性に関わるアンケート項目となっている。質問の順番に関しては、直感的に答えやすい順番に並び替えた。 

   

６．結果や今後の取り組み 

  結果としては、85 回答が得られ、そのうち有効回答が 81 回答あった(95%)。そして Pearson の相関分析を用いて分析を

行った結果、「視覚性が最もダウンロードに結びついており、次に芸術性があるアプリデザインがダウンロード数に関わる」ことがわかっ

た。一方で質問項目８の「アプリの内容と直接関係のない情報があるかどうか」については-0.77 と強い負の相関が見られた。こ

のことから、アプリをリリースする際に言葉を用いるよりも視覚性(図表を用いる)を取り入れることで、消費者にダウンロードされる１



要因になることができるということがわかった。そして、「芸術性があるかどうか」という項目においても決して相関は強くないが、ある程

度の相関は出ているため、視覚性と芸術性を取り入れることがダウンロードに結びつくと結論づけた。  

本研究ではアプリデザインのみを対象としているため、アプリをダウンロードする要素を全てカバー出来ていない。そのため、ブランド

などの要素に関する研究と組み合わせたときに、本研究で見出した 1 要因がどう変化していくかということを今後調査したいと考え

ている。 
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●発表時に使用する成果物 （例．商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査に使用したアンケート） 

 

 

※これ以外にもアプリの種類を変えて、同じ質問内容でアンケートを 5 つ行っている。 
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